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金　額� 金　額�金　額� 百分比（％）� 百分比（％）�

当連結会計年度�
増　減�

連結損益計算書�

売上高�
売上原価�
　売上総利益�
販売費及び一般管理費�
　営業利益�
営業外収益�
　受取利息�
　受取配当金�
　家賃収入�
　その他�
　営業外収益合計�
営業外費用�
　支払利息�
　その他�
　営業外費用合計�
　経常利益�
特別利益�
　固定資産売却益�
　投資有価証券売却益�
　特別利益合計�
特別損失�
　固定資産売却損�
　固定資産除却損�
　投資有価証券売却損�
　投資有価証券評価損�
　関係会社株式評価損�
　関係会社清算損�
　会員権評価損�
　事業撤退損失�
　本社移転費用�
　会計基準変更時差異償却�
　特別損失合計�
　税金等調整前当期純利益�
　法人税、住民税及び事業税�
　法人税等調整額�
　少数株主利益�
当期純利益�

324,288
247,836
76,452
68,462
7,990

54
38

187
207
487

626
84

711
7,766

－
153
153

－
337
55

601
－
57
32
－
－

2,128
3,213
4,706
2,950
△680

31
2,405

100.0
76.4
23.6
21.1
2.5

0.2

0.2
2.5

0.0

1.0
1.5
0.9

△0.2
0.0
0.8

344,377
266,651
77,725
68,503
9,221

9
46

143
204
404

528
42

570
9,055

136
25

161

106
239
－

798
32
－
15

661
607

2,135
4,597
4,619
3,886

△1,839
114

2,457

20,088
18,815
1,273

41
1,231

△45
7

△43
△2
△83

△98
△42
△140
1,289

136
△128

8

106
△98
△55
196
32

△57
△16
661
607

7
1,384
△86
936

△1,158
83
51

100.0
77.4
22.6
19.9
2.7

0.1

0.2
2.6

0.0

1.3
1.3
1.1

△0.5
0.0
0.7

期　別�

科　目�

（単位：百万円）�

売上高が増加�

主にオフィスサプライ通信販売事
業「たのめーる」が大きく伸びたこと
により、サービス＆サポート事業が好
調に推移しました。また、カラー複写
機やパソコン、サーバの販売が好調
に推移し、システムインテグレーショ
ン事業も堅調に推移しました。�

経常利益が増加�

３期連続で最高益を更新しました。�

特別損失が増加�

主に店頭販売事業からの撤退費
用、新本社ビルへの移転費用など、
一過性の要因により増加しました。�

会計処理の変更�

従来、マーケティング本部所属の
システムエンジニア費用を販売費及
び一般管理費に計上しておりました
が、当連結会計年度より工数を基準
として受託案件に係わる費用を売上
原価に計上する方法に変更してお
ります。�
この結果、従来と同様の方法に
よった場合と比較して、売上原価は
17億61百万円増加し、売上総利益
並びに販売費及び一般管理費が同
額減少しておりますが、営業利益、経
常利益、および税金等調整前当期
純利益に与える影響はありません。�

前連結会計年度�
自平成 14年 1月1日�
至平成 14年 12月 31日�（� ）� 自平成 15年 1月1日�

至平成 15年12月31日�（� ）�


